
（11） 平成27年8月15日 No.298むなかたタウンプレス

豊かな人権感覚を培おう！　■問い合わせ先　人権対策課　☎（36）1270
平成26年度 小・中学生作成の人権標語を毎号紹介します。人権は、「人が生存と自由を確保し、幸福を追求する権利」。みなさん、人権を考えてみませんか。（11〜13ページ）

お知らせ

　
国
土
交
通
省
が
、
地
域
の

団
体
と
共
に
取
り
組
み
を
進

め
て
い
る
日
本
風
景
街
道
。

道
を
舞
台
に
、
景
観
・
自
然

な
ど
の
地
域
資
源
を
生
か
し

て
、
美
し
い
国
土
景
観
の
形

成
を
目
指
し
、
地
域
活
性
化

や
観
光
振
興
を
図
っ
て
い
ま

す
。

　
取
り
組
み
の
一
環
と
し

て
、
長
年
の
経
験
と
卓
越
し

た
活
動
技
能
を
持
つ
人
に
、

九
州
風
景
街
道
マ
イ
ス
タ
ー

の
認
定
を
し
て
い
て
、
長
年

培
わ
れ
て
き
た
取
り
組
み
を

伝
承
し
、
日
本
風
景
街
道
の

活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　「
ち
ょ
っ
と
よ
り
み
ち
唐

津
街
道
む
な
か
た
（
＊
）」

の
伊
豆
幸
次
さ

ん
は
、
赤
間
小

学
校
へ
の
歴
史

出
前
講
座
や
赤

間
地
区
の
観
光

ガ
イ
ド
の
活
躍

が
認
め
ら
れ
、

マ
イ
ス
タ
ー
に

認
定
さ
れ
ま
し

た
。
伊
豆
さ
ん

は
、「
こ
の
よ

う
な
認
定
を
受

け
て
、
と
て
も

う
れ
し
く
思
い

ま
す
。今
後
も
、

未
来
あ
る
子
ど

も
た
ち
の
た

め
、
私
に
で
き

る
こ
と
を
微
力

な
が
ら
続
け
て
い
き
た
い
」

と
う
れ
し
そ
う
に
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

＊
市
の
唐
津
街
道
を
舞
台

に
、
自
然
や
歴
史
遺
産
を

生
か
し
た
魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
、
地
域
の
人
々

が
連
携
し
て
実
施
す
る
こ

と
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

促
進
や
地
域
の
活
性
化
を

目
的
に
活
動
中

■
問
い
合
わ
せ
先

　
都
市
計
画
課

☎
（
36
）
１
４
８
４

活躍が認められマイスターに認定された伊豆さん

伊
豆
幸
次
さ
ん
が

九
州
風
景
街
道
マ
イ
ス
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
認
定

　「街道の駅 赤馬館」主催
で６月20日、赤間宿を着
物姿で歩く「着物でぶら
り 町歩き」の体験イベン
トがありました。市内か
ら６人の申し込みがあり、
着付けは、平田進代（の
ぶよ）さん（赤間コミセ
ン「平田着付け教室」講師）
にお願いしました。
　着物姿になったみなさ
んは、まずは和室で抹茶
を味わいました。赤馬館を案内されると、宗像相撲甚句（＊１）会「街
道」の馬場喬（たかし）さんらが吟じる甚句が響き、幕末にタイムスリッ
プしたようでした。
　赤馬館を訪ねていた女性は、「チラシを見て来ましたが、着物姿を見る
のは良いですね。すてきな企画なので次回も楽しみにしています」と話
してくれました。
　中庭で記念写真を撮った後は、ボランティアガイドの中村哲一郎さん
の案内で町歩きに出発。出光佐三生家、五卿西遷之碑（ごきょうせいせ
んのひ）、熊越池公園、須賀神社、御茶屋跡と、着物姿で約１時間の町歩
きを楽しみました。
　昼食は、特製の「赤馬ちらし寿司」に舌鼓を打ちました。
　参加した吉永郷史（さとし）さん（28歳・田川市）は、「着物を着るの
は初めてで、新鮮な気持ちになりました。着物姿で町を歩くと、違った
風景が見えました。ガイドさんの話を聞き、赤間の歴史を肌で感じられ
ました」と話してくれました。　　　　　　　　　（市民記者・岩元賢一）

（＊１）相撲甚句とは、邦楽の一種。大相撲の巡業などで、土俵上で力士
が披露する七五調の囃子歌

■問い合わせ先　街道の駅 赤馬館　☎（35）4128

風流な着物に身を包んで町歩き

赤 間 宿
ぶらり町歩きぶらり町歩き

を着物でを着物で

　南郷地区コミュニティ運営協議会が、宗像にある身近な自然や歴
史を学ぶ講座を開催します。

❶自然講座（全４回）　＊いずれも土曜日。10：00〜12：00
●日程　９月19日、同26日、10月17日、同31日
●内容　▽「南郷での星の楽しみ方」最新の天文学をふまえて
　　　　▽「宗像の植物から見えてくるもの」
　　　　▽「南郷植物散策」（フィールドワーク）
　　　　▽「宗像の化石から始める脊椎動物の進化」ホネのフシギ

❷歴史講座（全７回）　＊いずれも土曜日
●日時　11月21日10：00〜12：00、同28日9：30〜15：30、
　　　　12月５日10：00〜12：00、同12日9：30〜12：00、
　　　　平成28年１月16日10：00〜12：00、
　　　　同23日10：00〜12：00、２月６日10：00〜12：30
●内容　▽「ヒトはハカを作り　絵を描く動物でもある」
　　　　▽「大島を知ろう」（フィールドワーク）
　　　　▽「筑前戦国史」戦国よもやま話
　　　　▽「宗像の山城」　　　▽「むなかたへの道」　
　　　　▽「江戸紀行の魅力」
　　　　▽「神宿る島」宗像・沖ノ島と関連遺産群

【共通事項】
●場　所　南郷コミセン
●対　象　各講座の全日程に参加可能な市民
●定　員　①自然講座＝先着15人　②歴史講座＝先着30人
●参加料　①自然講座＝1,500円　 ②歴史講座＝3,000円
＊歴史講座のフィールドワークは、別途、参加料2,000円（食事代、
バス代など）必要。渡船料は自己負担

●申込期間　８月16日（日）〜同30日（日）
●申込方法　南郷コミセンに電話で申込後、窓口で申込用紙に記入。

一緒に参加料の入金を
＊キャンセル後の返金は不可

■申込・問い合わせ先　南郷コミセン　☎（36）3465

宗像をもっと知ろう宗像をもっと知ろう宗像をもっと知ろう

自 然 ・ 歴 史 講 座
宗像学「はじめの一歩２」宗像学「はじめの一歩２」

●
主
催
　
げ
ん
か
い
・
エ
コ

ク
ラ
ブ
、
県
立
少
年
自
然

の
家
「
玄
海
の
家
」

●
日
程
　
９
月
30
日
（
水
）

〜
10
月
１
日
（
木
）

＊
１
泊
２
日

●
場
所
　
玄
海
の
家
、
神
湊

港
周
辺

●
内
容
　
宗
像
大
社
秋
季
大

祭
「
み
あ
れ
祭
」
見
学
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
、創
作
活
動
、

野
外
炊
飯
、
交
流
た
き
火

フ
ァ
イ
ア
ー

＊
宿
泊
は
「
玄
海
の
家
」
本

館
●
対
象
　
野
外
活
動
な
ど
に

関
心
を
持
ち
、
自
ら
活
動

み
あ
れ
祭
を
見
る

「
シ
ニ
ア
キ
ャ
ン
プ
」

in
げ
ん
か
い

で
き
る
お
お
む
ね
50
歳
以

上
の
人

●
定
員
　
先
着
30
人
程
度

●
参
加
料
　
４
０
０
０
円
程

度
（
保
険
料
、
食
事
代
、

活
動
費
）

●
申
込
締
切
日
　
９
月
９
日

（
水
）

●
申
込
必
要
事
項
　
①
郵
便

番
号
②
住
所
③
氏
名
④
生

年
月
日
⑤
年
齢
⑥
性
別
⑦

電
話
番
号

●
申
込
先
　
玄
海
の
家
シ
ニ

ア
キ
ャ
ン
プ
係

▽
ハ
ガ
キ
＝
〒
８
１
１
・

　
３
５
０
１
／
神
湊
１
２
７

６
▽
FAX
（
62
）
２
５
１
３

■
問
い
合
わ
せ
先

　
玄
海
の
家

　
☎
（
62
）
２
５
１
１

●
日
時

▽
女
性
優
先
・
女
性
専
門
家

対
応
＝
10
月
６
日
（
火
）

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

●
場
所
　
市
商
工
会
本
所

●
内
容
　
起
業
、
創
業
に
関

す
る
個
別
の
相
談
会

●
定
員
　
先
着
20
人

＊
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

●
申
込
締
切
日
　
９
月
30
日

（
水
）

■
問
い
合
わ
せ
先

同
商
工
会

☎
（
36
）
２
２
６
８

起
業
無
料
相
談
会

●
日
時
　
10
月
４
日
（
日
）

午
後
２
時
〜

●
会
場
　
天
神
ビ
ル
本
館
11

階
・
会
議
室
（
福
岡
市
中

央
区
天
神
２
・
12
・
１
）

●
内
容
　
同
校
の
紹
介
、
入

学
試
験
の
説
明
、
個
別
相

談
な
ど

●
対
象
　
中
学
３
年
生
と
保

護
者
、
先
生
ら

■
問
い
合
わ
せ
先

　
独
立
行
政
法
人
国
立
高
等

専
門
学
校
機
構
・
久
留
米

工
業
高
等
専
門
学
校

　
☎
０
９
４
２
（
35
）
９
３

１
５

久
留
米
工
業
高
等

専
門
学
校
説
明
会


